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駆駆ヶヶ足足、、北北欧欧３３ヶヶ国国見見聞聞録録  

──────産産学学連連携携とと情情報報化化((そそのの 44))──────  
 

富富沢沢
とみざわ

  木木実実
こ の み

  
道道都都大大学学経経営営学学部部教教授授  

 

１１．．ススウウェェーーデデンンのの経経済済政政策策  
 

 スウェーデンは、社会目標として、平等な所得分配、貧困の克服、高い生活

水準、低い失業率を実現してきた。しかし、高福祉国家を実現するため、1970

年代に税金を上げ続けた結果、賃金が高くなり、スウェーデン企業の国際競争

力が低下するとともに、賃金格差の縮小は、モラルハザードを生み、労働意欲

を失わせることになってしまった。 
 

そうしたところに、80年代後半にバブルが発生、90年代前半にはバブルが崩

壊し、経済危機に陥った。そこで、政府は、予算を削減し、財政赤字縮小に向

かった。また、所得税（73％→51％）・法人税（57％→28％）を大幅引き下げ

る一方、①利子・配当所得とキャピタル･ゲインに一律 30 ％、②不動産所得に

対する付加価値税の増額、③賃貸・居住権所有、持ち家の評価額に対して課さ

れる財産税の導入、④支払金利の税額控除の制限、⑤各種会社経費等の税控除

縮小などの増税を行った1。これらの改革が成功し、財政赤字は解消し、経済も

回復した。スウェーデン政府は、2000 年度予算案の中で、90 年代の経済危機

が完全に終結したことを宣言した。 
 

一方、前向きの政策として、研究開発費を増やすとともに、産学連携により

新しい製品や企業を生み出し、雇用を増やすことに力を入れた。GDP に占める
                                                 
1 税制改革については、「福祉国家の経済再構築とスウェーデン・モデルの行方」第一勧銀総合研究所『調
査リポート』2000 年 10 月 25 日発行No.8 による。 
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研究開発費の比率は、1991 年の 2.7％から増え続け、2001 年には 4.27％にま

で高まっており、OECD諸国のなかでも高い水準にある。 
 

スウェーデンでは、国としていかに魅力ある地域にするかということに努力

を払っている。小国なので、多国籍企業がスウェーデンに拠点を設け、イノベ

ーションをはじめ経済発展に貢献することを重視している。成長が見込まれる

分野について、研究の推進やそれを担う人材の育成、あるいは、イノベーショ

ンを促進するためのプログラムの実施や関連機関の設置を進めてきている。 

 

2003 年 7月 1日に施行された新たな法律によって、キャピタルゲインと子会

社からの配当に対する課税が撤廃された。これによりスウェーデンは外国企業

にとって欧州の新たなタックスヘイブン（税金の軽い国）となった。 

 

以以下下でではは、、ススウウェェーーデデンンのの前前向向ききのの政政策策をを代代表表ししてていいるるササイイエエンンススパパーーククのの

動動向向ににつついいてて紹紹介介すするる。。一一つつはは、、ススウウェェーーデデンンのの北北部部、、首首都都スストトッッククホホルルムムにに

近近いいシシススタタ・・ササイイエエンンススシシテティィ、、ももうう一一つつはは、、デデンンママーーククにに近近いい南南部部のの都都市市ルル

ンンドドににああるる IIDDEEOONN ででああるる。。 

 

 

２２．．シシススタタ・・ササイイエエンンススシシテティィ（（KKiissttaa  SScciieennccee  CCiittyy））  
 

２２．．１１  発発展展のの歴歴史史  

 

シスタは、スウェーデンの首都ストックホルムから車で北に約 15分のところ

にある。そこからさらに北に 15 分行ったところにアーランダ国際空港があり、

利便性の高い場所である。 
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この地域は、かつて森林と軍事基地しかなかった。軍事基地が移転した跡を

市が購入し、1970 年代にニュータウンにしたが、外国人が住み、スラム化して

しまった。 

 

ここに 1970 年代末、エリクソンと IBM が研究センターを設立した。1988

年に、エリクソン、ABB、ストックホルム市がエエレレククトトララムム財財団団（（EElleeccttrruumm  

ffoouunnddaattiioonn））を設立し、この地をサイエンスパークとして再開発することにし

た。エレクトラムが所有するビルには、１～３号館と Forum 館があり、大学、

企業の入居エリア、およびコンファレンスルームに使われている。 

 

エレクトラムは、単にビルを持っているだけでなく、産学連携のプラットフ

ォームとして機能している。エレクトラムは、Swedepark（1989 年に設立され

たスウェーデンのサイエンスパーク振興のためのNPO）の一員である。 

 

エエレレククトトララムムがが機機能能ししたたここととにによよりり、、9900 年年代代ににはは、、シシススタタはは大大ききくく発発展展ししたた。。

主主にに、、ワワイイヤヤレレスス・・ココミミュュニニケケーーシショョンンののシシスステテムムやや製製品品開開発発のの中中心心的的ななセセンン

タターーととししてて世世界界的的なな地地位位をを確確立立ししたた。。22000000 年年春春にに、、教教育育機機関関、、企企業業、、市市政政府府はは、、

次次ののスステテッッププににつついいてて議議論論しし、、ササイイエエンンススパパーーククかかららササイイエエンンススシシテティィへへとと発発

展展すするるここととをを決決めめ、、着着々々とと計計画画がが実実施施さされれてていいるる。。  

 

シスタ・サイエンスシティ入り口        シスタ・サイエンスシティ入り口付近の風景 
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２２．．２２  現現状状  

 

シスタは、土地が 200 万平方メートル、うちオ

フィスエリアが 110 万平方メートルである。650

の企業が立地しており、うち 350 社がハイテクで

ある（創業まもない企業から多国籍企業まで幅広

い）。また、175 社が 50 人以下の中小中堅企業と

のこと。2万 8000 人が働いており、うち 8000 人

がエリクソンで働いている。立地している企業の

多くは、研究開発部門をここに置いている。（これ

らの数字は、HPと微妙に異なるが、2003 年 3月

末に訪問した折のマーケティング・マネージャー

Mattias Backman 氏の話による。） 

 

シシススタタにに立立地地ししてていいるる主主なな企企業業はは、、地地元元ののエエリリククソソンンややテテリリアアソソネネララののほほかか、、

ママイイククロロソソフフトト、、IIBBMM、、オオララククルル、、イインンテテルル、、ノノキキアア、、ササンン、、ヒヒュューーレレッットト･･パパ

ッッカカーードド、、フフィィリリッッププススななどどのの多多国国籍籍企企業業ででああるる。。メメイインンのの分分野野はは、、ワワイイヤヤレレ

スス、、ブブロローードドババンンドド、、光光フファァイイババーー、、ママイイククロロエエレレククトトロロニニククスス、、ソソフフトトウウェェ

アア、、モモババイイルルででああるる。。誘致のために、土地代を安くするなどの優遇策を採って

いるわけではなく、各企業が研究開発人材を得やすいなどを判断してここに立

地している。 

 

シスタ発展にとって重要な役割を果たしているのが IITT 大大学学であるが、これは、

２つの大学の総称で、KKTTHH（（TThhee  RRooyyaall  IInnssttiittuuttee  ooff  TTeecchhnnoollooggyy））とスストトッックク

ホホルルムム大大学学が IT関係の学部をここに設置している。前者が２つの学部（Applied 

Information Technology と Computer and Systems Sciences）、後者が１つの

学部(Computer and Systems Sciences)を持っている。もっとも現在までのとこ

シスタ・サイエンスシティの内部 
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ろ、二大学間の提携───カリキュラム交換などは行われていない。60 ヶ国の

人が勉強しており（韓国や中国からも来ているが、日本からはいない）、生徒

4,000 人のうち 800 人くらいが外国人である。研究者、教授もいろいろな国か

ら来ている。 

 

IITT 大大学学ににはは、、次次のの５５つつのの研研究究セセンンタターーががああるる。。  

イインンタターーネネッットト技技術術（（SSwweeddiisshh  CCeenntteerr  ffoorr  IInntteerrnneett  TTeecchhnnoollooggiieess））  

ワワイイヤヤレレスス（（WWiirreelleessss@@KKTTHH））  

光光技技術術（（KKiissttaa  PPhhoottoonniicc  RReesseeaarrcchh  CCeenntteerr））  

半半導導体体（（KKTTHH  SSeemmiiccoonndduuccttoorr  LLaabboorraattoorryy））  

IITT とと認認知知科科学学（（CCeenntteerr  ffoorr  IInnffoorrmmaattiioonn  TTeecchhnnoollooggyy  aanndd  CCooggnniittiivvee  SScciieennccee）） 

 

大大学学ののほほかか、、ススウウェェーーデデンン・・ココンン

ピピュューータタ・・ササイイエエンンスス研研究究所所

（（SSwweeddiisshh  IInnssttiittuuttee  ooff  CCoommppuutteerr  

SScciieennccee  ：：SSIICCSS））、、AAccrreeoo（（ママイイクク

ロロ エエ レレ クク トト ロロ ニニ クク スス 、、 光光 ））、、

SSTTFFII//PPaacckkffoorrsskk（（紙紙・・パパルルププ、、包包

装装））ななどどのの研研究究機機関関ががああるる。。  

  

SICS にはヒューマンインターフェースから次世代インターネット技術までを

担当する７部門があり、100 人の研究者が産業界と一緒にプロジェクトを行っ

ている。Acreo はマイクロエレクトロニクスと光の分野での大きな研究機関で

あり、産業界と密接な関係を持ち、たくさんの技術革新やスピンオフ企業を生

み出している。STFI/Packforsk は、森林と包装のクラスターを支援しており、

紙・パルプ、包装、ロジスティクスなどの研究をしている。最近、メディア技

術研究所の一部を買収し、グラフィックアート分野を強化する意向である。 

シスタ・サイエンスシティ FORUMビル内の IT大学
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シスタに立地している企業は、基本的に研究開発部門であり、大はエリクソ

ンのような企業から中小企業まで、たくさんの研究所がある。ここには、600

人の研究者が働いている。 

 

２２．．３３  ベベンンチチャャーー支支援援  

 

シスタは、2001 年 12 月にベンチャー支援を本格化することを決定した。放

っておいたのでは、ベンチャーがなかなか生まれ、育たないために始めたとの

ことである。 

 

ベンチャー支援の仕組みは、KKIIGG（（KKiissttaa  IInnnnoovvaattiioonn  &&  GGrroowwtthh））と呼ばれて

いる。KIG は、発明や研究成果を商用化させたい発明者や企業家を幅広いサー

ビス提供によって支援する。KIG は、大学、研究機関、企業など、異なる分野

の人々が密接に出会える場所や機会を作り出す。 

 

KIG は、現在年間 8 社である創業数を 2003 年には 16 に、2004 年には 20

にすることを目指している。そのためにさまざまな仕掛けを作っている。 

 

プログラムは、スタートアップ、ビジネス・ラボ、ビジネス促進、成長プロ

グラムの４つの段階からなる。うち、スタートアップからビジネス促進までの

仕組みは、下図のようになっている。 

  

  

４つ の 主 要 なプログ ラム

スター ト
ア ップ

ビジネ ス
・ラボ

ビジネ ス
促 進

成 長
プログ ラム

スター ト
ア ップ

ビジネ ス
・ラボ

ビジネ ス
促 進

成 長
プログ ラム
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（（１１））ビビジジネネスス・・ララボボ（（BBuussiinneessss  LLaabb：：BBLL））  

ビジネス・ラボは、プレ・インキュベーターである。IT 大学の人々が得た非

常に初期段階の技術的なアイデアを開発するのを支援する。ビジネスコーチは、

商業的な成功の可能性があるかないかを決定するのを助ける。ビジネス・ラボ

は、設備の整ったオフィス・スペースを無料で 6ヶ月間提供する。 

 

現在、次のような 3人の異なる分野の専門家がビジネスコーチをしている。 

①Par 氏：経営学を卒業し、自分でリサーチャーをし、ハイテク企業のCEO 

②Joaben 氏：プレインキュベーションの指導を他の大学でやっていた人 

③UIF 氏：ベンチャー・キャピタルを経てエリクソンで開発もしていた人 

 

ビジネスアイデアは、2 週間に２つくらい生まれており、1 年で約 100 も生

まれている。問題は、量よりも質であって、評価に耐えられる質の良いアイデ

アであるかどうかであるとのことであった。 

KIG（ハイテク創業のための支援システム）

IT大学

研究所

研究機関

研究所

シスタの
ビジネス

コミュニティ

Business Lab
Services

St
ar

tu
p!

インスピレーション
スクリーニング
とテスト

創業 成長

Business Accelerator

Mentor Network

Business Lab

KTH Seed Capital
Business Angel Network

Seed Financing Advice

Growth Programs
Resource Providers

Office Hotel
Growhouse
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（（２２））オオフフィィスス・・ホホテテルル（（OOffffiiccee  HHootteell））  

オフィス・ホテルは、KIG の中核である。2500 平方メートルのスペースに、

スタートアップ企業、資源提供者、ならびに KIG とシスタ・サイエンスシティ

のマネジメント部門が入居している。資源提供者、KTH シードキャピタル、ビ

ジネス・エンジェル・ネットワークと出会える。これは、いわば起業家のため

のデパートとも言えるエリアである。オフィス・ホテルは、クイックオフィス

社が管理している。 

 

（（３３））資資源源提提供供者者((RReessoouurrccee  PPrroovviiddeerr))  

起業家は、常に経験が不足している。技術革新の開発スピードを高めるため

に、KIG はたくさんの資源提供者を注意深く選定した。資源提供者は創業者に

専門的なアドバイスやサービスを提供する。そ者のネットワークは、会計監査、

法律、IPR（知財管理）、簿記、ベンチャー・キャピタルなどから構成されてお

り、彼らは、サービスを提供して対価を得る。具体的には、次の企業で、アス

タリスクがついているのは、オフィス・ホテルに居を構えている企業である。 

 
**AAllmmii  FFöörreettaaggssppaarrttnneerr  SSttoocckkhhoollmm（（政政府府系系中中小小中中堅堅企企業業向向けけココンンササルルタタンントト会会社社））  
**CCoonnnneecctt  SSttoocckkhhoollmm（（ププロロババイイダダーー？？））  
**DDeellpphhii  &&  CCoo（（法法律律事事務務所所））  
**EErrnnsstt  &&  YYoouunngg（（ココンンササルルタタンントト会会社社））  
**GGrrootthh  &&  CCoo（（特特許許事事務務所所））  
**HHeellllee  &&  WWeesstteerrmmaarrkk（（技技術術系系ベベンンチチャャーーにに特特化化ししたた法法律律事事務務所所））  
**KKllaarraa  PPaappppeerr（（会会計計事事務務所所））  
SSttaarrttuuppffaaccttoorryy（（初初期期段段階階向向けけベベンンチチャャーーキキャャピピタタルル））  
VVeennttuurree  CCuupp（（事事業業計計画画ココンンテテスストト））22  
**ÖÖhhrrlliinnggss  PPWWCC（（ココンンササルルタタンントト会会社社））  

 
                                                 
2 ベンチャー・カップは、複数の大学が係わっており、コンテストの賞金総額は 55万 SEK、2002 年には、
300の応募があった。すでに、40社が誕生しており、120 の新規雇用が生まれている。コンテンストは、
３段階に分かれており、第一ステップは、ビジネスアイデアで、合格は 10件で、1件当り 5000SEKがも
らえる。第二ステップは、市場計画で、合格は 10件で、1件当り 1万 5000SEKがもらえる。第三ステッ
プは、より詳細な事業計画で、１位が 20万、2位が 15 万、3位が 5万 SEKもらえる。 
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（（４４））成成長長のの家家（（GGrroowwhhoouussee））  

成長の家は、KIG メンバー企業向けに、設備の整ったオフィス・スペースを

安く提供している。シスタ・ギャラリア（ショッピングセンター）から数分の

ところに立地している。オフィス・スペースは、900 平方メートルで、テナン

ト企業が入居する。2002 年には、20 のプロジェクトが誕生し、うち 4 社がス

クリーニングで残った。そのうちの 1 社は、すでに資金を得て新しいオフィス

に移った。2003 年 5月には、ここの製品が市場に出るはずである。現在、成長

の家（Growhouse）には、3社が残っているとのことである。 

 

（（５５））初初期期金金融融ににつついいててののアアドドババイイスス（（SSeeeedd  FFiinnaanncciinngg  AAddvviiccee））  

初期金融についてのアドバイスは、KIG の重要な仕事の一つである。ベンチ

ャー・キャピタルが投資する前に、いかにして政府金融を得られるかについて、

レベルの高いアドバイスが提供される。これは無料である。 

 

（（６６））ビビジジネネスス・・エエンンジジェェルル・・ネネッットトワワーークク（（BBuussiinneessss  AAnnggeell  NNeettwwoorrkk））  

ビジネス・エンジェル・ネットワークは、KIG と係わりのあるたくさんのビ

ジネス・エンジェルからなる。ネットワークは、個人で構成される。技術企業

を自身で立ち上げた経験があり、現在成功しており、初期段階の企業に少しの

お金を投資したいと思っている人たちである。ビジネス・エンジェルは、単に

資金を投資するだけでなく、彼らが持つ豊富な経験とネットワークを提供して

くれる。起業家は、ベンチャー・キャピタルが資金を投資してくれる前の初期

段階において、どうやって政府資金を得たらよいかについて、役に立つアドバ

イスを提供してもらう。 

 

（（７７））KKTTHH シシーードドキキャャピピタタルル（（KKTTHH  SSeeeedd  ccaappiittaall））  

KTHシードキャピタルは、新しくはじまったベンチャー・ファンドで、1300

万 US ドルを扱う。このファンドは、KTH と密接であり、管理者は、シスタの
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オフィス・ホテルに立地している。近年景気が悪化し、ベンチャー向け資金を

得るのが難しいために設立したとのことである。ここは、初期段階のベンチャ

ーを対象にしている。 

 

（（８８））ススタターートトアアッッププ！！（（SSttaarrttuupp!!））  

「スタートアップ！」は、起業家のための研修プログラムで、９つのワーク

ショップからなる。経営技術、事業計画の書き方、投資家へのプレゼンテーシ

ョンなどを学ぶ。ワークショップは、起業家、ベンチャー・キャピタリスト、

さまざまな分野の専門家によって、連続的に行われる。もっとも良いのは、技

術畑の起業家グループと気の合う経営者を連れてくることだが、双方の間で意

思疎通ができないことも多い。大学なので、起業家のための教育を行い、対応

できるようにしておく。起業家訓練（Startup!）を受けているのは、2003 年 3

月末現在 14人で、うち 5人は成功しそうである。一度失敗し、再チャレンジす

るために戻ってくる人も多いとのことである。シリコンバレーが手本なので、

2002 年には、サンノゼから講師を招いて、スタートアップ・セミナーを開催し

たとのことだ。 

 

（（９９））メメンンタターー・・ネネッットトワワーークク（（MMeennttoorr  NNeettwwoorrkk））  

経験あるアドバイザーの存在は、企業の成功可能性を高めるものである。メ

ンター・ネットワークは、約 20 人の経験者によって構成されている。彼らは、

起業家チームのために、メンターとして、あるいはアドバイザー・ボードとし

て行動する。ビジネス・ラボ、ビジネス促進、スタートアップ！における全て

のプロジェクトにおいてメンターがアドバイスをする。基本的に無料だが、必

要なら手数料を得る。メンターは、お金が必要なときにどこに行ったらよいか、

どの市場を狙うとよいか、誰にコンタクトしたらよいかなどをアドバイスする。

このうち最も重要なのは、市場をつかむことである。また、経営陣に適切な人

材を得るうえでもメンターの紹介に負うところが大きい。 
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（（1100））ビビジジネネスス促促進進（（BBuussiinneessss  AAcccceelleerraattoorr：：BBAA））  

ビジネス促進（BA）は、技術的なアイデアの商用化を促進するビジネス・イ

ンキュベーターである。ビジネス促進は、触媒として行動し、また、ベンチャ

ー・キャピタルや産業界の専門的な経験を通して起業家チームを支援する。 

 

なお、KIG に資金を提供しているのは、ストックホルム市のほか、次のよう

な政府機関である。 

①①  VVIINNNNOOVVAA  

（（SSwweeddiisshh  AAggeennccyy  ffoorr  IInnnnoovvaattiioonn  SSyysstteemmss：：ススウウェェーーデデンン研研究究開開発発局局））  

②②  NNuutteekk  

（（tthhee  SSwweeddiisshh  BBuussiinneessss  DDeevveellooppmmeenntt  AAggeennccyy：：ススウウェェーーデデンン経経済済開開発発局局））  

③③  TTeekknniikkbbrroossttiifftteellsseenn  ii  SSttoocckkhhoollmm  

（（SSttoocckkhhoollmm  FFoouunnddaattiioonn  ooff  TTeecchhnnoollooggyy  TTrraannssffeerr  ((TTBBSSSS))  

大学の技術を民間に移転するために商工省が設立した機関で、1994 年に

設立され、2007 年までの期間限定の組織で、大学を核に７つの地域支部

がある） 

④④EESSFF--rrååddeett  

 

２２．．４４  パパーーククかかららシシテティィへへ  

 

現在、シスタ周辺の３自治体と共同で（ストックホルム市：Kista 地区、Rinkeby 

地区、Spånga-Tensta 地区、ならびに Järfälla 、Sollentuna 、Sundbybergs

の３つの自治体）、将来ビジョン 2015 に基づいてまちづくりが進めてられてお

り、名称も、シスタ・サイエンスシティと変えた。雇用の拡大、教育水準の向

上、住宅やインフラ整備などを進めている。2003 年 3 月末に訪問した折には、

従来からあったショッピングセンターを改修し、新しい高層ビルとつなげた一

大商業施設を建設中であった。 
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ビジョンとして、

世界的な水準の大

学、優れた才能の

人々を惹き付ける

環境整備をあげて

いる。そして柱とな

る研究分野として

は、①ワイヤレス・

システム、②ブロー

ドバンド・システム、③モバイル・サービスの３つを掲げている。この実現の

ため、研究開発を促進し教育に力を入れる、世界企業を惹き付ける、都市生活

環境を整備するとしている───その一つの方策として、これら３つの分野に

おけるテスト環境とテスト市場を用意することを掲げている。 

 

シスタ・サイエンスシティは、6 万 5000 人の雇用があり、12 万人の住民と

4000 人以上の学生が住んでいる。将来的には、12万人の雇用、15万人の住民

と 1 万 2,000 人の学生の町にする計画である。将来ビジョンを実現するための

プラットフォームとして、最初の創設者であるストックホルム市、エリクソン、

ABB に加え、産業界、大学ほか研究機関、ならびに不動産会社を戦略パートナ

ーとし、エレクトラムがそれらのとりまとめを行うとしている。 

建設中のシスタ・サイエンス・タワー    タワーに隣接する改装中のショッピングセンター
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現現在在、、エエレレククトトララムムのの経経営営陣陣ににはは、、エエリリククソソンンのの技技術術部部門門長長、、シシススタタののビビジジ

ネネスス部部門門代代表表ととししててのの IIBBMM ススウウェェーーデデンンのの CCEEOO、、AABBBB（（重重工工業業会会社社））ササーービビ

ススのの CCEEOO、、LLjjuunnggbbeerrggggrruuppppeenn（（不不動動産産会会社社））のの CCEEOO、、テテリリアアソソネネララ（（通通信信

会会社社））のの CCEEOO、、KKTTHH（（TThhee  RRooyyaall  IInnssttiittuuttee  ooff  TTeecchhnnoollooggyy））のの会会長長とと社社長長、、

スストトッッククホホルルムム市市長長とと経経済済開開発発局局長長がが名名をを連連ねねるる。。  

 

 

シスタ・サイエンスシティの将来ビジョンを実現する
ためのプラットフォーム

戦略パートナー
連携のための
プラットフォーム

創設者
（基金提供者）

エリクソン
ストックホルム市

ABB
エレクトラム

財団

シスタ・
サイエンスシティ

産業界

大学

不動産


